
       保護者のみなさまへ 

 

厚生労働省「 警察庁の統計によると，令和７年の児童生徒の自

殺者数は，５３８人「 令和６年「 ５２９人）と過去最多であるこ

とが明らかになりました。如何なる事情であっても，子供たちが

自ら命を絶つようなことはあってはならず，極めて重大に受け止

める必要があります。特に長期休業明けには，児童生徒等の自殺

者数が増加する傾向にあり，この時期には，不安や悩みを抱える児童生徒等が増える

ことも考えられます。 

 自殺対策基本法」では，９月１０日から９月１６日の１週間を 自殺予防週間」

と位置付けており，呉市においても，第５学年以上の子どもたちを対象に，夏休み明

け前後の期間に， こころとからだのアンケート」や個人面談を行い，一人一人の子

どもたちのかけがえのない命を守るために取り組んでいるところです。 

子どもたちは，人間関係の悩み，進路や将来の不安などを抱えていても，私たち大

人に気付かれないよう必死に耐えていることがあります。保護者のみなさまには，お

子様の態度に現れる微妙なサインに注意を払い，不安や悩みの声に耳を傾けていただ

ければと思います。そして，しっかりとお子様の思いを受け止めていただき，大事な

お子様が孤立することのないよう支援していただければと思います。その際には，下

記の「 自殺直前のサインの例」や「 ＳＯＳを受け止めることができる大人になるため

の聞き方」も参考にしていただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年９月 

呉市教育委員会教育長 多田 博 

参考１ 自殺直前のサインの例 

  これまでに関心のあった事柄に対して興味を失う 

  成績が急に落ちる 

  物事に集中できなくなる 

  身だしなみを気にしなくなる 

  健康管理や自己管理がおろそかになる 

  不眠，食欲不振，体重減少などのさまざまな身体の不調を訴える 

  友人との交際をやめて，体重減少などのさまざまな身体の不調を訴える 

 

参考２ ＳＯＳを受け止めることがで

きる大人になるための聞き方 

   感情を込めたオウム返し 

   詳しく聞かせて 

   共感する 

   受け止める 


